




は じ め に

県では、安全・安心で良質な農産物を生産・供給するため、県内の
生産者や関係団体などが一体となって、「健康な土づくり」に取り組
むことをめざす「日本一健康な土づくり運動」を平成19年度から展開
してきました。

その成果として、県内では広域な土壌診断体制が整備され、良質堆
肥の活用が拡大したほか、「健康な土づくり」に取り組む生産者や高
度な土づくり技術を持った「あおもり土づくりの匠」など人財の育成
が図られました。

一方、担い手不足や高齢化の進行等により、土壌診断の実施件数の
伸び悩みや、エコファーマーなどによる環境にやさしい農業の取組面
積の減少も見られています。このため、県では生産現場における土づ
くり技術の指導力向上を図り、本県農業の重要な生産基盤である「土
づくり」をさらに進めることが重要と考えています。

本書は、こうした現状を踏まえ、県の普及指導員やＪＡの営農指導
員等の手引書として活用してきた「健康な土づくり」技術マニュアル
を10年ぶりに見直し、最新の研究成果を反映させるとともに、文字サ
イズの拡大やカラー刷などを充実させることで、より生産現場で使い
やすいように致しました。

関係各位には、生産現場できめ細かな指導に積極的に活用していた
だき、農業生産の基本となる「健康な土づくり」のレベルアップに繋
がることを期待します。

結びに、執筆と編集を担当していただきました各位の労に対して、
深く感謝申し上げます。

平成30年２月

青森県農林水産部長 油川 潤一
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